
平成２８年度 学校関係者評価 

大阪千代田短期大学附属幼稚園 

大阪千代田短期大学附属幼稚園の学校関係者評価の委員会を開催し、幼稚園運営の改善を図る

ために検討した評価結果について報告します。 

１．全体的評価 

本園の教育方針、教育目標、保育内容等については、園児の育ちの姿が明確にされており、概

ね良好である。未就園児対象事業「ぽっぽクラブ」や満 3 歳児学級「ぱんだ組」の取り組み等に

見られる積極的な姿勢は評価されてよい。地域の祭りや中学校区の健全育成行事、駅頭でのあい

さつ運動等、地域行事にも参加し頑張る園児の姿は、園児の人格形成と共にみんなに元気を与え

る取り組みで大いに評価したい。今後も積極的に取り組まれることを期待したい。 

２．学校関係者評価の委員 

No 氏 名  

1 山田 由紀子 元大阪千代田短期大学講師 

2 小坂  真  地域住民（卒園児保護者） 

3 久保 加奈子 ＰＴＡ代表 

4 前田 愛美 ＰＴＡ代表 

5 中西 朋美 ＰＴＡ代表 

6 高尾 歩末 ＰＴＡ代表 

7 羽賀 加奈恵 ＰＴＡ代表 

8 古川  幹 ＰＴＡ代表 

３．開催日 

第 1回 2016年 4月 15日（金） 

第 2回 2016年 6月 20日（月） 

第 3回 2016年 9月 16日（金） 

４．委員から出されたその他の主な意見 

・ 保護者と共に―をモットーにされているＰＴＡ諸活動が年々活発になってきている印象が強い。 

 クラス会など積極的に動いてくださる方がいて、心強い。 

・ 諸行事への短大生のボランティア参加者がふえてきている点、他にない強みと思う。 

・ バス通園の保護者の中に「戸口まで」との声が一部あるが、こども・保護者の「バス停」での 

交流は捨て難いと思う。 

・ 園内研修を更に強められることを望む。 

・ 先生達が多忙を極めているように思えるので、その緩和を計れないか。 

・ 教職員の「和」が千代田の強みと思うので、そのよき財産を大事にしてほしい。 

・ 防災、危機管理の面で常日頃の取り組みが大事であり、ヒヤリハットなど改めて教職員で考え

てほしい。 

・ 卒園児やその保護者とのつながりを一層強めてほしい。 


